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リスロマイシン単剤療法 本邦多施設共同試験．第25回日本ヘリコバクター学会学術集会．2019，
6，21‐23．日本ヘリコバクター学会学術集会プログラム・抄録集 25回 Page87．

6 ○武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，江﨑幹宏，藤本一眞：バレット食道と大腸ポリープの関連性．
第105回日本消化器病学会総会．2019，5，9‐11．日本消化器病学会雑誌 116巻臨増総会 Page
A304．

7 ○鶴岡ななえ，武富啓展，芥川剛至，坂田資尚，江﨑幹宏，藤本一眞：炎症性腸疾患患者における上
腹部症状の頻度 アンケート調査による検討．第105回日本消化器病学会総会．2019，5，9‐11．
日本消化器病学会雑誌 116巻臨増総会 Page A304．

8 ＊長末智寛，藤岡 審，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，池田祥紀，藤田恒平，増原裕之，江﨑幹宏，北園孝
成：インフリキシマブ導入により保存的に改善が得られた下行結腸穿孔を合併した潰瘍性大腸炎の
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一例．第15回日本消化管学会総会学術集会．2019，2，1‐2．日本消化管学会雑誌（2433‐3840）
3巻 Suppl. Page270．

9 ＊井原勇太郎，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，平野敦士，岡本康治，冬野雄太，原田 英，藤岡 審，森山智
彦，江﨑幹宏，北園孝成：炎症性腸疾患に対する新規治療薬の位置付け 当院クローン病患者にお
けるウステキヌマブの臨床的効果．第15回日本消化管学会総会学術集会．2019，2，1‐2．日本
消化管学会雑誌（2433‐3840）3巻 Suppl. Page181 ワークショップ．

10 ○永浜布美子，芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏，藤本一眞：消化
管症状を主体として発症した多発性肉下腫性血管炎（PGA）の一例．第15回日本消化管学会総会
学術集会．2019，2，1‐2．日本消化管学会雑誌（2433‐3840）3巻 Suppl. Page271．

11 ○山崎智子，坂田資尚，白井慎平，田中雄一郎，中野 良，行元崇浩，鶴岡ななえ，下田 良，福田
誠，宮園素明，池田裕次，藤本一眞：潰瘍性大腸炎に対する血球成分除去療法後の長期予後に関す
る検討．第15回日本消化管学会総会学術集会．2019，2，1‐2．日本消化管学会雑誌（2433‐
3840）3巻 Suppl. Page103．

12 芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏，藤本一眞：胃癌の悪性度と薬
剤感受性は細胞および物理因子が構成する微小環境が調節する．第15回日本消化管学会総会学術集
会．2019，2，1‐2．日本消化管学会雑誌（2433‐3840）3巻 Suppl. Page96．

13 ＊川田研郎，小野尚子，土肥 統，北村晋治，小池智幸，堀伸一郎，岡田裕之，道下厚子，勝木伸一，
塩谷昭子，八木信明，佐々木文郷，中尾一彦，田中信治，堅田和弘，下田 良，村上和成，樋口和
秀，春間 賢，石川 秀樹，加藤元嗣，LCI-FIND trial Group：消化管がん患者を対象として新画
像強調処理（LCI）を用いた上部消化管腫瘍性病変の検出能に関するランダム化試験．第97回日本
消化器内視鏡学会総会．2019，5，31‐6，2．Gastroenterological Endoscopy（0387‐1207）61巻
Suppl．1 Page893．

14 下田 良：日常内視鏡診療で IEE を使いこなす－LCI/BLI の有用性－．第15回日本消化管学会総
会学術集会．2019，2，1‐2．日本消化管学会雑誌（2433‐3840）3巻 Suppl. Page21．

15 下田 良：大腸内視鏡における LASER 内視鏡の有用性－病変の拾い上げから精査・治療まで－．
第37回日本大腸検査学会総会．2019，11，1‐2．抄録集．

16 下田 良：慌てず騒がず緊急内視鏡－非静脈瘤性出血における緊急内視鏡的止血術－．第97回日本
消化器内視鏡学会総会．2019，5，31‐6，2．Gastroenterological Endoscopy（0387‐1207）61巻
Suppl．1 Page.

地方規模の学会
1 江﨑幹宏：小腸疾患の内視鏡診断－炎症性疾患の鑑別点を中心に－．第29回日本消化器内視鏡学会

東海セミナー．2019，1，20．抄録集．
2 江﨑幹宏：小腸疾患の内視鏡診断－炎症性疾患の鑑別点を中心に－．第32回日本消化器内視鏡学会

九州セミナー．2019，1，27．抄録集．
3 江﨑幹宏：炎症性腸疾患の診断と治療の進歩．第327回日本内科学会九州地方会／第65回九州支部

生涯教育講演会．2019，11，17．抄録集．
4 芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：当院における大腸 ESD の現状－高齢者

に対しても大腸 ESD は安全に施行できる－．第114回日本消化器病学会 九州支部例会／第108回日
本消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．抄録集．
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5 ○太田礼音，芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏，藤本一眞：脾動脈
瘤の膵嚢胞内穿破により Hemosuccus pancreaticus をきたした一例．第113回日本消化器病学会九
州支部例会／第107回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2019，5，24‐25．日本消化器病学会九
州支部例会プログラム・抄録集 113回 Page183（2019．05）．

6 ○陣野智昭，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏，藤本一眞：ESD
にて診断し得た直腸 MALT lymphoma の1例．第113回日本消化器病学会九州支部例会／第107回
日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2019，5，24‐25．日本消化器内視鏡学会九州支部例会プロ
グラム・抄録集 107回 Page192．

7 下田 良，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，江﨑幹宏：Advanced diagnostic endoscopy が変え
た clinical practice BLI（Blue laser imaging）を使用した大腸腫瘍拾い上げに関する臨床研究．第
113回日本消化器病学会九州支部例会／第107回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2019，5，
24‐25．日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 107回 Page92 シンポジウム．

8 ○坂田資尚，鶴岡ななえ，下田 良，江﨑幹宏：IBD 診療における新たな展開 当院における Tofa-
citinib の使用経験（ワークショップ）．第113回日本消化器病学会九州支部例会／第107回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会．2019，5，24‐25．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録
集 113回 Page116 ワークショップ．

9 ＊行元崇浩，谷口育洋，赤司太郎，円城寺昭人，下田 良，江﨑幹宏：サイトメガロウイルス腸炎を
合併した潰瘍性大腸炎患者に対する顆粒球吸着療法および Golimumabu の使用経験．第114回日本
消化器病学会 九州支部例会／第108回日本消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．日本消化器内視
鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 108回 Page106（2019．11）．

10 ○大迫亮介，藤本 峻，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：十二指腸輪状狭窄
を来した成人女性の一例．第114回日本消化器病学会 九州支部例会／第108回日本消化器内視鏡学
会．2019，11，8‐9．日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 108回 Page152．

11 ○江口紘平，河合雅子，藤本 峻，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：10mm
以下の SSA/P から発生した腺癌の一例．第114回日本消化器病学会 九州支部例会／第108回日本
消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集
107回 Page162．

12 ○森田竜麻，藤本 峻，河合雅子，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：びらん
性胃炎との鑑別を要した潰瘍性大腸炎関連上部消化管病変の一例．第114回日本消化器病学会 九州
支部例会／第108回日本消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．日本消化器病学会九州支部例会プロ
グラム・抄録集 114回 Page152．

13 芥川剛至，河合雅子，藤本 峻，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：当院における大腸
ESD の現状－高齢者に対しても大腸 ESD は安全に施行できる．第114回日本消化器病学会 九州支
部例会／第108回日本消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．日本消化器病学会九州支部例会プログ
ラム・抄録集 114回 Page83 ワークショップ．

14 ＊井原勇太郎，梅野淳嗣，保利喜史，藤原美奈子，鳥巣剛弘，江﨑幹宏，北園孝成：IV 型胃神経内
分泌腫瘍患者における ATP4A 遺伝子変異の同定．第114回日本消化器病学会 九州支部例会／第
108回日本消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録
集 114回 Page102．
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15 ＊田中貴英，梅野淳嗣，東 晃一，岡本康治，冬野雄太，藤岡 審，平野敦士，鳥巣剛弘，森山智彦，
川床慎一郎，保利喜史，大石善丈，江﨑幹宏，北園孝成：Tenofovir disoproxil 投与により胃潰瘍
を発症したと考えられたＢ型慢性肝炎の1例．第114回日本消化器病学会 九州支部例会／第108回
日本消化器内視鏡学会．2019，11，8‐9．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集
114回 Page98．

16 ＊井原勇太郎，藤岡 審，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，平野敦士，岡本康治，冬野雄太，森山智彦，江﨑幹
宏，北園孝成：炎症性腸疾患診療の現状と展望 自験クローン病患者におけるウステキヌマブの短
期および長期治療効果．第114回日本消化器病学会 九州支部例会／第108回日本消化器内視鏡学会．
2019，11，8‐9．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 114回 Page98 シンポ
ジウム．

17 江﨑幹宏：ワークショップ3「特別発言」IBD 診療における新たな展開．第113回日本消化器病学
会九州支部例会／第107回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2019，5，24‐25．日本消化器病学
会九州支部例会プログラム・抄録集 113回 Page116 ワークショップ．

18 江﨑幹宏：内視鏡の進歩は小腸疾患診断をどのように変えたか？．第75回九州消化器内視鏡技師研
究会．2019，5，26．抄録集．

19 江﨑幹宏：小腸疾患の内視鏡診断－炎症性疾患の鑑別点を中心に－．第31回日本消化器内視鏡学会
東北セミナー．2019，12，1．抄録集．

20 下田 良：日常診療における下部消化管用スコープ EC-L600ZP7の有用性．第27回日本大腸検査学
会九州支部会．2019，8，31．抄録集．

その他の学会
1 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎治療におけるステロイドの使い方．Clinical Practice Seminar on UC in

KOCHI．2019，1，22．抄録集．
2 江﨑幹宏：IBD の疫学，診断，治療 Up To Date．IBD/Psoriasis Medical cooperation conference．

2019，2，5．抄録集．
3 江﨑幹宏：Usekinumab の臨床効果－自験例のデータをもとに－．ハイブリッド CD 講演会．2019，

2，6．抄録集．
4 江﨑幹宏：炎症性腸疾患の診断と治療の進歩．第16回中津消化器懇話会．2019，2，8．抄録集．
5 江﨑幹宏：IBD の内視鏡診断と鑑別ポイント．第1回播磨 IBD クラブ．2019，2，14．抄録集．
6 江﨑幹宏，保利喜史：結節集簇様病変の形態を呈した小腸腫瘍の1例．第23回小腸内視鏡研究会．

2019，2，23．抄録集．
7 江﨑幹宏：小腸炎症性疾患の内視鏡診断－CEAS を含めて－．第35回浜名湖胃と腸フォーラム．

2019，3，2．抄録集．
8 江﨑幹宏：免疫チェックポイント阻害薬関連腸炎のマネジメント．がん免疫療法セミナー．2019，

4，26．抄録集．
9 江﨑幹宏：薬剤性消化管粘膜障害の臨床．唐津東松浦医師会学術講演会．2019，5，16．抄録集．
10 江﨑幹宏：当院における Ustekinumab の Real World Experience．Crohn’s Disease Global Session

in Osaka．2019，5，27．抄録集．
11 江﨑幹宏：忘れられない1例－腸管症関連Ｔ細胞性リンパ腫－．第58回「胃と腸」大会．2019，5，

30．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

医 員 芥川 剛至 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

三次元培養モデルを用いた膵癌細胞と
脂肪組織の相互作用の解明

3，200

准教授 江﨑 幹宏 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

腸症関連Ｔ細胞リンパ腫の病態に関す
る臨床および分子病理学的研究

60

准教授 江﨑 幹宏 日本医療研究開発機構 （分担） 家族性地中海熱関連腸炎の診断法確立
と病態解明を目指す研究

1，000

12 江﨑幹宏：クローン病治療における長期寛解維持の重要性とウステキヌマブへの期待．会津 IBD
カンファレンス．2019，6，4．抄録集．

13 江﨑幹宏：クローン病に対するウステキヌマブの有用性．高野会くるめ病院ランチタイム IBD セ
ミナー．2019，6，23．抄録集．

14 江﨑幹宏：UC の粘膜治癒に対する最新の知見．Ulcerative Colitis Expert Meeting in Kyushu．
2019，6，29．抄録集．

15 江﨑幹宏：炎症性腸疾患診療におけるカプセル内視鏡の役割．IBD Expert Conference in Kobe．
2019，7，4．抄録集．

16 江﨑幹宏：クローン病治療における長期寛解維持の重要性とウステキヌマブへの期待．IBD Ex-
pert Meeting in Hiroshima．2019，7，9．抄録集．

17 江﨑幹宏：IBD 新規治療薬の適応を考える．第17回 IBD Club Jr. Kyushu．2019，7，13．抄録集．
18 江﨑幹宏：UC 治療を再考する－ステロイド剤の使い方と新規治療の位置付け－．IBD 治療を考え

る会．2019，7，22．抄録集．
19 江﨑幹宏：基調講演 大腸腫瘍性病変の鑑別と診断におけるＸ線・内視鏡検査の役割．第19回臨床

消化器病研究会．2019，7，27．抄録集．
20 江﨑幹宏：IBD 治療におけるエンタイビオのポジショニング．松山 IBD セミナー．2019，8，30．

抄録集．
21 江﨑幹宏：IBD 診療の病診連携を考える．佐賀エリア IBD 医療連携講演会．2019，9，10．抄録

集．
22 江﨑幹宏：クローン病に対する Bio 治療の課題と展望．Biologics User’s Meeting in 米子．2019，

9，19．抄録集．
23 江﨑幹宏：Ustekinumab の臨床経験から考察する好適 CD 症例像．第12回三重県内科 IBD 勉強会．

2019，10，10．抄録集．
24 江﨑幹宏：炎症性腸疾患治療の up to date．第156回佐賀県胃癌・大腸癌検診医会研修会．2019，

11，2．抄録集．
25 江﨑幹宏：炎症性腸疾患治療の up to date．鹿島藤津地区・武雄杵島地区・伊万里有田地区医師会

学術講演会．2019，11，6．抄録集．
26 江﨑幹宏：薬剤性消化管粘膜障害の臨床．ハナミズキの会．2019，11，25．抄録集．
27 下田 良：大腸内視鏡検査における EC-L600ZP7の有用性．FUJI FILM MEDICAL SEMINAR

2019 in 沖縄．2019，2，9．抄録集．
28 芥川剛至，江﨑幹宏：症例提示ー大腸．第58回「胃と腸」大会．2019，5，30．抄録集．

研究助成等
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